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2 Mp-Ii　　　布への繰り返し座屈作用とその影響の評価

　　　　　　　　日本女大家政　　島崎恒蔵　○荒木千智

　　　　目的　衣服は身体の動きに応じて、複雑で不規則な変形を繰り返し、その結果しわを発

　　生したり、洗濯布や糊付け布であれば、風合いを変化させたり、剛軟度を低下させるなど

　　の影響がある。本研究は、このような着用によって布に生じる変化を総合的に評価する一

　　つの方法を提案するものである。特にここでは糊付け加工布を中心に、不規則な座屈作用

　　による剛軟度の低下やしわの発生などを総合的に評価する方法を検討することにした。

　　　’方法　上記のような布の特性変化を把握できる可能性のあるものとして、ダイナミック

　　　モジュラステスター（東洋精機:PPH-5R）に着目した。この測定機は、材料中を伝播する

　　　音速を測定し、密度を使ってヤング率を求めるものであるが、フィルム状の材料を非破壊

　　　で迅速に測定できるというメリットがある。試布については綿ブロードを用い、調製は水

　　　洗処理を行った後、澱粉、ＰＶＡ、CMCの各糊剤で糊付け仕上げを行った。不規則な座

　　　屈変形は、種々検討した結果、リンクルテスターを利用した。この試験機は防しわ試験に

　　　用いられるが、荷重時間は30秒間とし、50回までのリンクル試験の反復による音速の変化

　　　をモ､ジュラステスターによって測定した。

　　　結果　ダイナミックモジュラステスターによる音速の測定値は、糊付けの硬化効果を反

　　映する一方、リンクル処理によるその効果の減少程度や発生するしわの程度をも示すデー

　　タを提供することがわかった。すでに報告されているように糊付け布はしわがつきにくい

　　が、ついたしわは強固である。糊付け加工布でなくリンクル処理で大きな剛軟度の低下が

　　起こらない場合には、モジュラステスターの測定値は主としてしわの情報を提供する。
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Ｉ Np－1 脳血管疾患による片麻庫患者の衣生活の実態調査

　　　　　○水野晶子　　古田幸子

　目的　高齢者の特徴の一つに関節可動域の低下が挙げられるが、その機能の低下が著し

い場合、運動機能面からみると身体障害者と同等となることもあり、高齢者用衣服の設計

のためには運動機能面を考慮することが不可欠と考える。そこで、運動機能において共通

点があると思われる、身体障害者の衣生活の現状を把握し、問題点を見出だすことを目的

とした。
　方法　日常生活動作の自立度、および運動機能を把握するためのBrunnstroin stageを含

む12項目の基礎調査と、衣生活に関する８項目の質問紙を作成し、脳血管疾患により片麻

庫の症状を有する男性22名、女性15名を対象に、面接形式で調査を行った。

　結果　JI S規格のサイズ範囲表示による体型と着用衣服の比較では、男性の方が実体

型よりも大きめの衣服を着用していた。衣服購入時に最重要視する項目としては着脱容易

性が50%と最も出現率が高かった。日常着用している衣服の上部の開口部は衿明きで被り

が86.5%にのぽった。前明き身頃の留め其の使用テストでは、マジックテープは全員が装

着可能刄あったが、最も扱い易い留め具は直径2 cmのボタンと答えた者が最も多かった。

上衣の着衣順序と身体の麻揮部位間には1%の有意水準で関連が見られ、着脱時に窮屈に

感じる衣服部位は幅径に関する項目が多ぐ見られた。自由回答においても、着脱の困難さ

を訴える者が多数見受けられ、片麻庫患者にとって着脱容易性のある衣服が必要であるこ

､とが明白となった。_｡
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